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平城宮跡歴史公園スマートチャレンジコンソーシアム 

総会（第６回）・評価選定委員会（第２回） 
 

議 事 要 旨 
 
 

1. 開催概要 

・日時  ：令和 2年 8月 5日（水）9:00～9:30（評価選定委員会） 

     9:30～12:00（総会） 

・会場  ：平城宮跡歴史公園 平城宮いざない館  

・出席者 ：15 名／委員 17 名（評価選定委員会） ※代理出席、遠隔参加含む 

26 名／会員 28名（総会）  ※代理出席、遠隔参加含む 

 

2. 議決事項（評価選定委員会） 

1) 評価選定について 

◆ 今年度の実験計画案の募集に対して応募のあった 8 提案について評価を行い、すべての

提案団体を選定することが議決された。 
 

3. 議決事項（総会） 

1) 規約の改正について 

◆ ワーキンググループの設置・運営・解散についての条文（新：第 10 条（５）、第 13 条、

第 14 条）を追加した、規約の改正案が承認された。 
 

2) 今年度の実験計画について 

◆ 各選定事業者から今年度の実験計画について説明し、質疑を行った。 
◆ 総会で出された意見内容・議論結果を踏まえ、ワーキンググループ等で実験計画の更新

を行い、実験を進めることが承認された。 
 

3) 「平城宮跡歴史公園スマートチャレンジ 全体計画」の改正について 

◆ 時点更新等を反映した、全体計画の改正案が承認された。 
 

4. 実験計画に対する意見等 

1) テーマ①（PerceptIn Japan、NTT ドコモ、凸版印刷） 

◆ 配車システムを応用した MaaS プラットフォームとの連携も検討すること。（PerceptIn 
Japan に対して） 

◆ 飛鳥区域での展開や、大和西大寺駅までの送迎等の公園外での展開も見据えて取り組む

こと。（PerceptIn Japan に対して） 
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◆ 観光分野と関連して、混雑状況を把握できるアプリ等とモビリティとの連携についても

検討すること。（NTT ドコモに対して） 
◆ バーチャル空間での体験のなかでも、「本物が何であるか」を常に念頭におき、それが根

底にある歴史体験ツールとすること。（凸版印刷に対して） 
◆ 奈良公園でも、移動環境改善に関する実験を今年度試験的に実施することを検討してい

る。各社のモビリティ等の導入可能性について、今後個別に相談したい。（各社に対して） 
 

2) テーマ②（ジャパン・インフラ・ウェイマーク、NTT コムウェア、国際航業） 

◆ 闇雲に AI の構築をするのではなく、管理者と解析内容について入念に協議を行った上で

実験を進めること。（NTT コムウェアに対して） 
◆ 複数公園の一元管理などの将来的なビジネスモデル実現に向けた検討を進めること。（国

際航業に対して） 
 

3) テーマ③（NEC、NTT 西日本） 

◆ マスクにおける年齢・性別の認識率や、くしゃみや咳などの行動認識について検討する

こと。（NEC に対して） 
◆ 公園外での取組についても積極的に行うこと。（各社に対して） 

 
4) その他（全体に関すること） 

◆ 他事業者との連携について検討すること。 
◆ 社会実装を見据え、ワーキンググループを中心に、収集データの共有・活用方法や採算

性等についても検討すること。 
 

5. 会議風景 

 
 以 上 


